
年 4 月 1 日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

＜目的＞

＜成果＞

令和8

◆活動場所：ほまれの家高松店

◆実施日時：令和7年11月25日　10:00

◆実施した利用者の知識・能力向上に係る実施の概要：

高松市社会福祉協議会の方に講習会をお願いし、

お金のやりくりを体験。

利用者数：12名

物を購入したりサービスを受けたりするためにはお金が必要であること

を理解し、日常生活の中でお金がどのように使われているのかについて

知る機会となった。

また、限られた使えるお金の中で必要なものを考えながらやりくりして

いくことの大切さを学び、計画的にお金を使う意識を身につけることに

つながった。

生活の中でどのような場面でお金が必要になるのかを考える機会とな

り、日常生活とお金の関係について理解を深めることができた。

また、仕事をしてお給料をもらい、その中で生活費や必要な支出をやり

くりしていくことの大切さについて学ぶことができた。

お金の使い方や管理については、一度の機会だけで終わらせるのではな

く、定期的に取り組むことで理解や意識をさらに高めていく必要がある

と感じた。

・この度は、出前講座をご活用いただき、誠にありがとうございました。

　ゲームを通して楽しくお金のやりくりを学ぶ機会となり大変うれしく思います。

　楽しみのためには何かを我慢しないといけないことや、ハプニングに備えておかないといけないこと等、

　イメージする機会となれば幸いです。

　より具体的なやりくりについては、出前講座メニュー11「家計のやりくり」もございますのでご参考になさってください。

住　所 香川県高松市今里町1丁目28番地27 アップルハウス1階A 管理者名 谷 直美

就労継続支援Ａ型事業所における利用者の知識・能力向上に係る実施状況報告書

事業所名 ほまれの家高松店 事業所番号 3712020829

連携先企業（担当者） 　社会福祉法人　高松市社会福祉協議会　宮本・丸山・城

利用者からの意見・評価

電話番号 087-802-4864 対象年度 令和7年度

利用者の知識・能力向上に係る実施概要

連携先の企業や事業所等の意見または評価

利用者Aさん

・お金の大切さが分かった。これからは節約しながら生活していく。

利用者Bさん

・楽しみながら勉強できた。お金があればライブに行くことができたのにと後悔した。

様式２


